
あじゃた～む（変更履歴） 
 

 

ＴＣＰ／ＩＰ（ソケット）接続により、あじゃた～む間で、回線を中継することができます。  

あじゃた～むＡが接続回線から受信したデータを、あじゃた～むＢに転送したり、あじゃた～むＢから受信したデータをあじゃた～むＡの接続回

線に送信させることができます。 

つまり、あじゃた～むＢで、あじゃた～むＡを遠隔操作することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

データを中継するには、「回線」メニューから「中継回線の設定」を選択し、以下の手順で設定します。  

 1) 「ポート」番号を設定します。  

 2) ２つのチェックボックスで、中継する内容を設定します。  

 3) 「サーバ起動」ボタンで、ソケットサーバ（ IPV4）を起動します。（ボタンフェースが「サーバ停止」に変わります）  

 4) 「非表示」ボタンを押すと、ウインドを非表示にします。（中継回線の接続状態は維持されます）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

※中継回線（サーバ）が起動すると、メインウインドに    が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

「クライアントからの受信データを接続回線に送信する」をチェックすると、中継先（上図の場合「あじゃた～むＢ」）から受信したデータを「通信

対象」に送信します。（この受信データはウインドに表示されません）  

「接続回線からの受信データをクライアントに送信する」をチェックすると、通信対象から受信したデータをクライアント（上図の場合  

「あじゃた～むＢ」）に送信します。 

 

※中継機能は、前バージョンではメールスロットを使用していましたが、Windows11 バージョン 24H2 以降ではリモートメールスロットが 

既定で無効となった為、ソケット接続に変更しました。 

  

 

 

通信対象 

中  継（サーバ）  

上りデータ  

下りデータ

Ｂ  

接続回線  中継回線  

あじゃた～むＡ  あじゃた～むＢ（クライアント）  

 

 

 

 

上りデータ  

下りデータ

Ｂ  
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「ポート」を入力する、 

  

中継する内容を設定する  

「サーバ起動」ボタンを押す。 

、 
④ 



あじゃた～む（変更履歴） 
 

例えば、次のようにポートを設定すると、コンピュータＡにＣＯＭポートで接続した通信対象を、コンピュータＢから遠隔操作することができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コンピュータＡ」と「コンピュータＢ」から各々送出されたデータは、いずれも「通信対象」で受信されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「通信対象」から送出されたデータは、「コンピュータＡ」と「コンピュータＢ」の双方で受信されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

通信対象  
接続回線  中継回線  

コンピュータＡ（RED）  コンピュータＢ（BLACK）  

（ソケット）  （ＣＯＭ3）  

 

  

通信対象  
送信  

コンピュータ C 

コンピュータ B 
(BLACK) 

複数のクライアントが 
接続されている場合は、 
全てのクライアントが 
同じデータを受信します 

・・・ 

受信（※2）  

 

接続回線  中継サーバ  

コンピュータ A（RED）  

受信  
受信（※2）  

受信（※2）  

※2；「接続回線からの受信データをクライアントへ送信する」がチェックされている場合のみ受信  
   （未チェック時は、中継サーバから送出されない）  

通信対象  
受信  

コンピュータ C 

コンピュータ B 
(BLACK) 

複数のクライアントが接続さ
れている場合は、 
各々のクライアントから、 
通信対象へ送信します。 
 

・・・ 

送信（※1）  

 

接続回線  中継サーバ  

コンピュータ A（RED）  

送信  
送信（※1）  

送信（※1）  

※1；「クライアントからの受信データを接続回線へ送信する」がチェックされている場合のみ送信  
   （未チェック時は、中継サーバが受信データを接続回線へ渡さない）  


